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１
　
は
じ
め
に

景
気
低
迷
の
な
か
前
期
１
５
０
０
万
円
の

減
収
と
な
っ
た
が
、
厳
し
い
経
費
削
減
に
よ

り
辛
う
じ
て
黒
字
を
確
保
し
た
。
そ
の
過
程

で
東
京
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
契
約
更
新
を

や
め
た
。
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た
会
員
の

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
が
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

２
　
組
織
名
称
変
更
に
つ
い
て

有
限
責
任
中
間
法
人
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー

ス
か
ら
一
般
社
団
法
人
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー

ス
へ
と
組
織
名
称
が
変
更
に
な
る
。
こ
れ
は

公
益
法
人
改
革
３
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
も
の
で
、
実
体
は
こ
れ
ま
で
と
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
い
。
10
月
に
開
催
予
定
の
社
員

総
会
で
定
款
変
更
を
行
い
、
名
称
変
更
の
登

記
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

３
　
事
務
局
員
変
更
に
つ
い
て

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
に
事
務
局
員
を

経
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
事
務
局
の
透

明
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
今
年
６
月
に
森
本
浩
、
川
添
進
一
郎
、

木
村
冨
士
雄
の
３
氏
が
退
任
さ
れ
、
４
月
に

近
藤
勝
重
氏
、
７
月
に
は
石
原
正
之
氏
が
新

し
く
事
務
局
に
お
入
り
に
な
っ
た
。

４
　
社
会
貢
献
活
動

①
桜
美
守
り
隊

こ
れ
は
一
昨
年
千
代
田
区

に
桜
の
木
を
寄
贈
し
た
ご
縁
に
よ
る
も
の

で
、
千
鳥
が
淵
の
桜
開
花
時
期
に
清
掃
な
ら

び
に
桜
保
全
の
た
め
の
募
金
活
動
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
た
。

②
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

上
越
の
当
間
山
、

富
士
山
ま
な
び
の
森
に
続
い
て
10
月
に
は
第

３
回
目
と
な
る
草
津
の
国
有
林
の
間
伐
作
業

を
予
定
。

③
「
ご
え
ん
な
こ
ん
さ
ぁ
と
」

女
優
竹
下

景
子
さ
ん
が
小
児
が
ん
対
策
の
募
金
活
動
と

し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ

る
の
を
お
手
伝
い
。
７
月
に
学
士
会
館
で
約

１
０
０
名
の
方
の
参
加
を
得
て
Ｄ
Ｆ
納
涼
会

を
開
催
。
９
月
11
日
、
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン

ホ
ー
ル
で
「
ご
え
ん
な
こ
ん
さ
ぁ
と
」
が
開

催
さ
れ
る
に
際
し
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
チ

ケ
ッ
ト
購
入
、
会
場
整
理
な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
。

④
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

⑤
千
代
田
区
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力

８
月
に
蕎
麦
打
ち
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
高

齢
者
の
方
た
ち
に
打
ち
た
て
蕎
麦
を
提
供
。

今
回
が
３
回
目
。
次
回
は
12
月
24
日
に
予
定
。

こ
の
と
き
に
は
コ
ー
ラ
ス
同
好
会
、
落
語
同

好
会
の
参
加
も
計
画
し
た
い
。

５
　
グ
ル
ー
プ
活
動
に
つ
い
て

詳
細
は
下
記
の
事
務
局
か
ら
の
報
告
を
参

照
。な
お
、同
好
会
は
現
在
16
あ
り
、新
し
く

落
語
同
好
会
が
発
足
し
た
の
に
加
え
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
同
好
会
ほ
か
が
会
員
募
集
中
。

厳
し
い
経
済
環
境
を
乗
り
越
え

持
続
可
能
な
活
力
あ
る
組
織
作
り
を

９
月
４
日
学
士
会
館
で
会
員
約
１
８
０
人
参
加
の
下
、
第
16
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の
最
近
の
活
動
状
況
に
加
え
、
今
後
の
方
針
が
田
中
代
表
、
河
村
事
務
局
長

な
ら
び
に
各
事
業
部
長
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
環
境
下
、
組
織
を
継
続
し
つ
つ
活
性
化
す

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

木村冨士男氏作品「堂平山にて」

第
16
回
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
総
会

１
　
会
員
数
の
推
移

８
月
現
在
の
会
員
数
は
登
録
数
で
７
３
１

名
、
退
会
、
休
会
を
除
い
た
実
会
員
数
で
５

５
６
名
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
比
で
登
録
数

87
人
、
実
会
員
数
47
人
の
増
加
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
や
や
ペ
ー
ス
が
落
ち
て
い
る
。

新
会
員
は
ほ
と
ん
ど
が
会
員
か
ら
の
ご
紹

介
で
あ
り
、
今
後
と
も
Ｄ
Ｆ
の
趣
旨
を
理
解

し
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る
方

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

２
　
Ｄ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
収
益
構
造
（
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

期
首
に
は
意
欲
的
計
画
を
立
て
て
い
た

が
、
現
下
の
経
済
情
勢
に
よ
り
決
算
見
通
し

は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
収
入
が
１
３
３
百
万

円
、
最
終
収
支
４
百
万
円
の
結
果
と
な
る
。

Ｄ
Ｆ
Ｍ
の
収
入
１
１
５
百
万
円
の
内
コ
ン

サ
ル
と
サ
ー
チ
が
80
％
弱
を
占
め
る
が
、
今

期
は
両
部
門
と
も
厳
し
か
っ
た
。
と
り
わ
け

サ
ー
チ
の
落
ち

込
み
が
大
き

い
。
コ
ン
サ
ル

は
健
闘
し
て
い

る
が
、
収
入
の

大
部
分
を
占
め
る
フ
ァ
ン
ド
会
社
と
の
顧
問

契
約
打
ち
切
り
や
契
約
料
減
額
が
あ
り
実
体

は
厳
し
い
。

こ
の
不
況
の
な
か
で
再
就
職
支
援
サ
ー
ビ

ス
会
社
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
が
、
コ
ン
サ

ル
事
業
部
は
そ
れ
に
よ
り
収
入
の
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
し
た
。
全
体
で
は
収
入
の
落
ち
込

み
を
経
費
削
減
で
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
何
と

か
黒
字
を
計
上
し
た
。

来
期
は
更
に
厳
し
い
経
営
環
境
が
予
測
さ

れ
る
中
で
意
欲
的
な
計
画
を
立
て
た
が
、
そ

れ
で
も
収
入
は
１
１
８
百
万
円
に
止
ま
る
。

経
費
を
今
期
よ
り
更
に
８
百
万
円
押
さ
え
込

み
、
最
終
収
支
３
百
万
円
の
黒
字
を
見
込
ん

で
い
る
。
こ
の
計
画
達
成
に
は
相
当
の
努
力

と
皆
様
の
案
件
の
ご
紹
介
な
ど
の
ご
支
援
が

必
要
に
な
る
。

ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
部
（
服
部
部
長
）

年
間
の
講
義
回
数
は
２
８
７
回
で
前
年
実

績
を
若
干
下
回
っ
た
。

新
し
い
講
義
先
と
し
て
は
、
独
協
大
学
法

制
総
合
講
座
、
横
浜
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

国
分
寺
元
町
公
民
館
、
笹
川
平
和
財
団
、
地

球
環
境
財
団
の
５
つ
が
加
わ
っ
た
。
い
ず
れ

も
会
員
皆
さ
ん
の
紹
介
に
よ
る
も
の
。

会
員
へ
の
依
頼
と
し
て
は
次
の
２
点

①
講
師
候
補
者
へ
の
応
募
。
特
に
必
要
な
分

野
は
小
売
業
、
企
業
広
報
・
宣
伝
、
マ
ス
コ

ミ
、
機
械
産
業
、
金
融
な
ど
。

②
大
学
、
企
業
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
市
民
大
学
・
市
民
講
座

な
ど
講
義
先
の
紹
介
。

コ
ン
サ
ル
事
業
部
（
三
宅
部
長
）

コ
ン
サ
ル
事
業
の
発
展
の
た
め
以
下
の
よ

う
な
部
門
、
会
社
の
紹
介
と
活
動
へ
の
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。

①
Ｄ
Ｆ
が
顧
問
契
約
し
て
支
援
し
て
い
る
次

の
企
業
の
営
業
支
援
の
た
め
、
ご
存
知
の
企

業
の
人
事
部
門
、
総
務
部
門
の
役
員
・
幹
部
。

・
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

中
途
採
用
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム

・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
ワ
ン
社

福
利
厚
生
業

務・
パ
ソ
ナ
・
キ
ャ
リ
ア
社

再
就
職
支
援
サ

ー
ビ
ス

②
大
型
不
動
産
（
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
住
宅
・

マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
な
ど
）

の
売
買
に
関
心
の
あ
る
企
業
の
幹
部
。

③
顧
問
契
約
先
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
会
社
へ
の

情
報
提
供
、ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
面
談
対
応
。

④
一
般
企
業
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
会
社
な
ど
、

Ｄ
Ｆ
と
顧
問
契
約
締
結
の
可
能
性
が
あ
る
企

業
の
紹
介
。

⑤
Ｍ
Ｂ
Ｏ
、
Ｍ
＆
Ａ
、
バ
イ
ア
ウ
ト
の
可
能

性
の
あ
る
企
業
な
ど
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
会
社

の
投
資
対
象
先
の
紹
介
。

サ
ー
チ
事
業
部
（
坪
井
部
長
）

こ
の
１
年
間
の
求
人
企
業
数
は
57
社
。
不

況
の
影
響
も
あ
り
求
人
企
業
は
前
年
に
比
べ

約
30
％
減
。
採
用
決
定
は
15
名
で
、
内
14
名

が
非
常
勤
再
就
職
と
な
っ
た
。
特
に
監
査
役

求
人
が
急
減
し
、
職
位
は
顧
問
が
10
名
、
監

査
役
は
２
名
に
止
ま
っ
た
。

特
筆
す
べ
き
実
績
と
し
て
は
、
整
理
回
収

機
構
か
ら
依
頼
を
受
け
た
案
件
で
、
東
証
２

部
上
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ツ
ク
製
造
・

販
売
会
社
の
社
長
に
就
任
し
た
会
員
が
見
事

再
生
を
果
た
し
、
整
理
回
収
機
構
か
ら
大
変

感
謝
さ
れ
て
い
る
。

会
員
紹
介
の
求
人
企
業
の
成
約
率
が
60
％

と
高
い
の
で
、
会
員
に
は
、
引
き
続
き
ご
紹

介
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
再

就
職
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
様
式
を
利
用
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
部
（
児
玉
部
長
）

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
数
は
現
在
19
社

で
、
そ
の
う
ち
新
規
契
約
企
業
は
次
の
６
社
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
部
の
今
後
の
課
題
は
売
上

目
標
を
２
０
０
０
万
円
超
に
す
る
こ
と
で
、

今
後
と
も
会
員
皆
様
の
積
極
的
な
ご
支
援
並

び
に
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
契
約
企
業
の
業
務
内
容

・
ア
プ
ト

ナ
ノ
白
金
を
素
材
に
し
た
バ
イ

オ
・
非
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス

・
美
幸
輝

精
密
部
品
加
工
、
真
空
バ
ル
ブ

製
造
会
社
の
営
業
支
援

・
シ
ン
ク
ロ

手
の
甲
の
静
脈
認
証
装
置

・
Ｎ
Ｓ
Ｉ

微
細
気
泡
発
生
に
よ
る
塗
料
汚

れ
落
と
し
、
水
質
浄
化

・
サ
ン
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

女
子
用
ト
イ

レ
節
水
装
置

・
プ
ラ
イ
メ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

長
期
重

防
錆
・
防
食
塗
料

Ⅰ
小
研
究
グ
ル
ー
プ

会
員
数
が
増
加
を
続
け
る
中
で
、
会
員
の

パ
ワ
ー
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
た
め
「
小
集

団
活
動
」
を
期
待
す
る
声
が
、
こ
れ
ま
で
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
４
月
、

６
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

●
新
製
品
・
新
事
業
・
新
シ
ス
テ
ム
研
究
会

梅
里
氏
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
技
術
部
会

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
各
自
が
体
験
し
た
新

製
品
開
発
や
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
現

在
取
り
ま
と
め
中
。
こ
れ
を
大
学
や
企
業
で

の
講
義
も
含
め
、
社
会
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
の
考
え
で
進
め
て
い
る
。

●
企
業
支
援
研
究
会
（
５
名
）

自
分
た
ち
の
持
て
る
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
中
小

企
業
や
地
域
社
会
の
役
に
立
て
る
も
の
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
実
際
に
行
動
に
移
す
べ
く

模
索
中
。

●
食
・
農
業
サ
ー
ク
ル
（
10
名
）

ま
ず
は
日
本
が
現
在
抱
え
る
農
業
問
題
を

理
解
す
る
こ
と
。
外
部
セ
ミ
ナ
ー
参
加
や
各

種
媒
体
記
事
の
共
有
を
図
り
つ
つ
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
講
義
テ
ー
マ
研
究
会

大
学
に
お
い
て
、
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る

テ
ー
マ
は
何
か
、
ま
た
Ｄ
Ｆ
か
ら
提
案
で
き

る
テ
ー
マ
は
何
か
を
考
え
、
真
に
役
立
つ
実

践
型
講
義
を
提
案
し
、
受
託
に
結
び
付
け
る
。

「
も
の
つ
く
り
大
学
」
で
成
果
が
出
た
。

●
学
校
教
育
研
究
会
（
７
名
）

大
学
や
企
業
に
限
ら
ず
、
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
を
対
象
に
、
Ｄ
Ｆ
会
員
の
体
験

か
ら
得
た
テ
ー
マ
で
授
業
が
で
き
る
「
場
」

の
開
拓
と
実
践
を
行
う
。

●
国
際
問
題
研
究
会

海
外
駐
在
経
験
者
を
中
心
に
、
身
近
な
生

活
習
慣
、
宗
教
の
違
い
か
ら
広
く
は
商
習
慣

の
違
い
や
国
際
摩
擦
の
起
こ
る
原
因
な
ど
を

ま
と
め
あ
げ
、
社
会
の
た
め
に
役
立
て
た
い

と
し
て
い
る
。

Ⅱ
新
会
員
意
見
交
換
会

こ
れ
ま
で
23
回
の
事
務
局
と
会
員
の
意
見

交
換
会
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
回
新
入
会
員

に
絞
り
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
５
回
、
24
名
の
方
々
と
話
し
合
い
を
行
い
、

い
ろ
い
ろ
と
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い

た
だ
い
た
。

Ⅲ
事
業
開
拓
チ
ー
ム

新
規
業
務
委
託
契
約
先
を
開
拓
す
べ
く
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
会
社
、
財
団
法
人
、
独
立
行

政
法
人
、
外
資
系
証
券
会
社
、
不
動
産
鑑
定

会
社
等
に
働
き
か
け
て
い
る
。

Ⅳ
広
報
委
員
会

媒
体
出
身
者
３
名
、
そ
の
他
２
名
か
ら
な

り
、
毎
月
１
回
、
こ
れ
ま
で
５
回
の
会
合
を

開
催
。
新
会
員
意
見
交
換
会
は
同
委
員
会
か

ら
の
提
案
で
あ
る
。
現
在
、
広
報
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
中
。
Ｄ
Ｆ
の
社
会
的
認
知
度
の
ア
ッ

プ
、
内
外
の
広
報
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期
待

が
か
か
る
。

各
事
業
部
か
ら
の

概
況
報
告

Ｄ
Ｆ
の
今
後
の
行
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

ＤＦグループの収益構造

ＤＦの未来を語る田中代表

社
会
貢
献
活
動
を
含
め
た
幅
広
い
活
動
で
活
性
化
を

田
中
代
表
挨
拶

厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え
持
続
可
能
な
組
織
へ

河
村
事
務
局
長
概
況
報
告

事
務
局
よ
り

Ｄ
Ｆ
活
性
化
の
た
め
の
諸
活
動
が
軌
道
に
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さ
さ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
夏
休
み
の
経
験
で
、
子
供
た
ち
が
、

科
学
の
世
界
に
歩
み
だ
す
一
つ
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
会
場
の
管
理
監
督
業
務
の
た
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
35
人
の
Ｄ
Ｆ
会
員
が

参
加
し
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

■
４
月
勉
強
会

「
法
の
支
配
と
裁
判
員
裁
判
制
度
」

■
５
月
勉
強
会

「
ウ
ナ
ギ
…
大
回
遊
の
謎
」

■
６
月
勉
強
会

「
百
貨
店
の
現
状
と
進
む
べ
き
道
」

■
７
月
勉
強
会

「
買
収
を
通
じ
て
感
じ
た

欧
米
の
経
営
と
日
本
の
経
営
」

■
８
月
勉
強
会

「
遺
伝
子
を
Ｏ
Ｎ
に
し
て

可
能
性
を
引
き
出
す
」

■
９
月
勉
強
会

「
快
適
な
低
炭
素
社
会
の
実
現
」

鈴
木
　
哲

安
田
火
災
（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
）

宮
崎
　
裕

三
菱
レ
イ
ヨ
ン

戸
川
　
達
次

川
鉄
商
事

小
西
　
尚
武

東
レ

武
澤
　
泰

東
レ

齊
藤
　
長
三

伊
藤
忠
商
事

近
藤
　
健

旭
化
成

山
田
　
太
郎

プ
ラ
イ
ス
ウ
オ
ー
タ

ー
（
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）

片
桐
　
英

東
海
銀
行
（
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
）

東
　
重
利

ト
ヨ
タ
自
動
車

樋
口
　
有
三

丸
紅

木
村
　
正
文

住
友
商
事

本
田
　
徹

大
成
建
設

三
井
　
利
忠

野
村
不
動
産

平
田
　
修

日
産
自
動
車

瀧
澤
　
章
三

川
崎
製
鉄
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
）

清
木
　
俊
行

三
菱
化
学

六
鹿
　
秀
樹

ト
ー
メ
ン

田
尻
　
精
一

鈴
木
金
属
工
業

野
末
　
正
博

日
本
興
業
銀
行
（
み
ず
ほ
）

桑
田
　
敬
士

ト
ー
メ
ン

藤
原
　
暁
男

三
和
銀
行
（
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
）

小
西
　
順

伊
藤
忠
商
事

原
　
世
紀
雄

日
商
岩
井
（
双
日
）

枩
埜
　
義
敬

日
商
岩
井
（
双
日
）

篠
田
　
紘
明

富
士
銀
行
（
み
ず
ほ
）

畑
　
浩
靖

東
芝

菊
竹
　
誠
二

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル

清
水
　
優

丸
善
石
油
（
コ
ス
モ

石
油
）

跡
部
　
浩
一

千
代
田
火
災
（
あ
い

お
い
損
保
）

小
林
　
三
郎

東
洋
信
託

北
林
　
克
比
古

全
日
本
空
輸

小
瀧
　
徹

大
蔵
省

小
林
　
基
昭

日
本
長
期
信
用
銀
行
（
新
生
銀
行
）

小
成
田
　
邦
郎

サ
ン
ウ
エ
ー
ブ
工
業

藤
城
　
京
輔

大
正
海
上
（
三
井
住
友
海
上
）

小
川
　
隆

三
井
物
産

河
毛
　
正
志

三
菱
重
工

宇
野
　
雅
夫

宇
部
興
産

福
井
　
基
夫

キ
ヤ
ノ
ン

森
　
精
一
郎

朝
日
新
聞
社

国
分
　
友
礼

伊
藤
忠
商
事

新入会員紹介
入会者についての詳細はホームページを
参照してください。

１
周
年
を
迎
え
る
（
７
月
３
日
）

ワ
イ
ナ
リ
ー
訪
問
（
５
月
12
日
）

渡
嘉
敷
島
ツ
ア
ー

（
６
月
28
日
〜
７
月
２
日
）

初
の
一
泊
旅
行
釣
り
会

（
６
月
25
日
・
26
日
）

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
の

蕎
麦
打
ち
試
食
会
（
８
月
７
日
）

奈
良
ス
ケ
ッ
チ
旅
行（５

月
11
日
〜
13
日
）

横
浜
開
港
１
５
０
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

に
協
賛
し
、
技
術
部
会
員
の
皆
さ
ん
が
小
学

生
理
科
実
験
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

８
月
19
日
、
24
日
の
両
日
、
会
場
は
ズ
ー

ラ
シ
ア
（
横
浜
動
物
園
）
ヒ
ル
サ
イ
ド
エ
リ

ア
の
サ
イ
エ
ン
ス
広
場
で
し
た
。

子
供
た
ち
が
化
学
実
験
と
科
学
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
体
験
し
、
驚
き
や
感
動
を
味
わ
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
へ
の
興
味
と
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
協
賛
し

た
も
の
で
す
。

来
場
し
た
子
供
た
ち
は
、
尿
素
を
水
に
溶

か
す
と
吸
熱
反
応
に
よ
り
急
激
に
冷
却
さ
れ

る
効
果
を
実
際
に
体
験
し
て
「
冷
た
い
！
」

と
い
っ
せ
い
に
歓
声
を
上
げ
、
サ
イ
フ
ォ
ン

の
原
理
で
コ
ッ
プ
の
水
が
な
く
な
る
現
象
や

吸
水
性
樹
脂
を
利
用
す
る
こ
と
で
水
が
固
ま

る
マ
ジ
ッ
ク
に
熱
心
に
見
入
り
、
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

親
子
に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
表
札
づ
く
り

で
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
絵
の
具
で
書
い
た

文
字
が
、
加
熱
す
る
こ
と
で
文
字
の
周
辺
が

溶
解
し
、
文
字
が
あ
た
か
も
浮
き
上
が
る
効

果
に
驚
き
、
喜
ん
で
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

初
日
の
19
日
の
実
験
参
加
小
学
生
は
１
１

１
人
に
の
ぼ
り
、
24
日
と
あ
わ
せ
３
０
０
人

を
超
え
、
予
想
を
超
え
る
入
場
者
数
で
実
験

資
材
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
フ
ル
回
転
の
活
躍
で
全

員
充
実
感
に
満
た
さ
れ
た
２
日
間
で
し
た
。 イベントのキャラクター

身を乗り出して見る子供達

会場には子供達が一杯

先生役が板に付く

勉
強
会
レ
ポ
ー
ト

●
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
●

樋渡利秋氏
検事総長

塚本勝巳氏
東京大学

海洋研究所教授

中村胤夫氏
株式会社三越相談役
（同社前社長、会長）

出原洋三氏
日本板硝子株式会社
取締役会議長

村上和雄氏
筑波大学
名誉教授

ま
ず
、
６
月
25
、
26
日
の
両
日
「
第
１
回

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
上
越
大
会
」
を
実
施
。

参
加
者
は
20
名
、
十
日
町
市
長
、
中
越
森
林

管
理
署
長
の
出
席
の
も
と
開
会
式

を
行
い
、
２
班
に
別
れ
皆
さ
ん
普

段
使
っ
た
事
の
な
い
道
具
を
持

ち
、
急
な
斜
面
へ
の
階
段
作
り
、

小
川
を
渡
る
た
め
の
橋
づ
く
り
に

励
み
ま
し
た
。

次
は
、
７
月
10
日
、
住
友
林
業

が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
富
士
山
麓
で
の

風
倒
木
被
害
エ
リ
ア
の
森
林
再
生

事
業
で
あ
る「
ま
な
び
の
森（
国
有
林
90
ha
）」

に
お
い
て
、
総
勢
17
名
で
下
草
刈
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
富
士
山
の

２
合
目
の
海
抜
１
２
０
０
〜
１
３
０
０
ｍ
の

地
域
で
、
下
界
よ
り
は
涼
し
い
と
は
い
う
も

の
の
、
晴
れ
れ
ば
夏
の
炎
天
で
の
過
酷
な
作

業
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幸
い

（
？
）
な
事
に
当
日
は
濃
い
霧
の
中
で
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

今
年
は
２
箇
所
で
実
施
ず
み
。

仕事を前に張り切る皆様

新潟日報、十日町タイムス
などに取り上げられた

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

富
士
山
ま
な
び
の
森
と
当
間
の
森
で
実
施

環境部会

コ
ー
ラ
ス
同
好
会

大泉学園夢ありホールでの発表会山梨サントリー登美の丘ワイナリー前にて

ガイドのギャルといっしょに千葉県洲崎にて

美味しい蕎麦打ちに奮戦する会員古都を背景に

ワ
イ
ン
同
好
会

ス
キ
ュ
ー
バ
ー
同
好
会

釣
り
同
好
会

蕎
麦
打
ち
同
好
会

美
術
同
好
会
・
彩
遊
会

横
浜
開
港
博
に
協
賛

技
術
部
会
員
が
科
学
の
先
生

目
を
輝
か
し
、科
学
へ
の

興
味
が
高
ま
る
子
供
達

●
新
同
好
会
発
足
―
会
員
募
集
中
！

落
語
同
好
会
　
世
話
人
・
家
富
恒
志

H
isashi2232@

m
o
cha.o

cn.ne.jp

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
同
好
会
　
世
話
人
・
宮
原
保
彦

m
iyahay@

jco
m
.ho
m
e.ne.jp

歌
舞
伎
同
好
会
　
世
話
人
・
坪
井
荘
一
郎

tsub
o
i@
d
irectfo

rce.o
rg

俳
句
同
好
会
　
世
話
人
・
小
瀧
　
徹

to
.ko
d
aki@

nissay-lease.co
.jp

小宮山宏氏
株式会社三菱総合
研究所理事長・
前東京大学総長


